


















 

乳幼児突然死症候群(SIDS)の死因の探究については通常の剖検では有意の病像が発見出来

ないことが多いとされている。この理由としては、詳細な解剖学的、組織学的あるいは細

胞学的検索によってのみ解明出来るような病変が潜伏しているか、或いは器質的には微少

な病変であるが、機能的障害が加って、重篤な病態となり急激な死への経路をとったもの

であることが推定されよう。実際には SIDS の症例は臨床データーが乏しく、機能的障害に

ついての病態生理学的な考察に困難な場合が通例であり、従って病理形態学的に SIDS を探

究するためには、組織病理学的、超微形態的な検討により、微小な病変をも把握し、それ

を全身的有機的に総合判断する必要がある。今年度は上記の主旨に沿い心刺激伝導系、気

管支肺および中枢神経系について、病理学的検索を加えた。即ち 

 1.SIDS 症例の心刺激伝導系の病理組織学的検討 

 2.SIDS 症例の気管支肺胞系の組織病理学的検討 

 3.SIDS 症例の中枢神経系の発達神経病理学的立場からの組織病理学的検討 


